





































































































































































































































































































ものを探しだすこと」であった (Weber1910/78: 169)。この見地は， 日本のような後発組の研
究にさいしても重視するべきである O そこで 幕末に向かつて成熟していった一一あるいは維
新期に浮上してきた 独特の諸要因を探りあてることが課題になる。
次章では，①封建的関係意識と功利主義との混在 ②目的志向的倫理観の立身出世主義への
































































































































育の水準として「驚異」だとしている。そして，この村が，明治 7年 (1874)において 41.1%



































































































(4) これは，ヴ、エーパー自身の表現によると， I向上に努めている産業的中産者身分の諸層 (dieauf-
strebende Schichten des gewerblichen Mittelstande呂)J (RS 1: 49-50)であるが，以下では大
塚にしたがって「中産的生産者層」とする O
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